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淡水生カイミジンコ Cryptocandona sp.の背甲上から見つかった 

ツリガネムシ目繊毛虫について 

 

角井 敬知 1, 3・宗像 みずほ 2 

 

KAKUI, Keiichi1, 3 & MUNAKATA, Mizuho2, 2022: The protozoan Lagenophrys sp. (Peritrichida: Sessilida: 

Lagenophryidae) symbiotic on Cryptocandona sp. (Ostracoda: Podocopa: Candonidae) from Hokkaido, Japan. 

Bull. Otaru Mus., 35: 13–16.  

We found the ciliophoran protozoan Lagenophrys sp. to be symbiotic on the freshwater ostracod 

Cryptocandona sp., collected from Makkari, Hokkaido, Japan. In Japan, this is the third record of 

Lagenophrys and the first case from ostracods. We present a nucleotide sequence for the 18S rRNA gene 

(1,683 bp) from Lagenophrys sp. In an 18S maximum-likelihood tree that included 57 peritrichid sequences, 

Lagenophrys sp. grouped with the usconophryid Usconophrys sp. 

 

Key words: Ciliophora, epibiont, phylogeny, Podocopida, seed shrimp. 

 

はじめに 

 

カイミジンコ（貝形虫綱）は体の左右に背甲と呼ば

れる二枚貝の殻のような構造を備えた甲殻類である．

多くの種は体長数ミリメートル以下と小型である．こ

れまでに約 9,330 種の現生種が報告されており，その

うち約 2,330 種が汽水域や淡水域，陸域といった非海

洋環境に生息している（TRAN VAN et al., 2021）． 

カイミジンコの体表共生生物として，ツリガネムシ

目の繊毛虫が知られる．CHATTERJEE et al. (2020)による

と，カイミジンコを利用する繊毛虫は 38 種が報告され

ており，そのうち 29 種がツリガネムシ類である．これ

までに日本国内からカイミジンコを利用するツリガネ

ムシ類の報告はないが，標本観察中にしばしば確認さ

れるため（宗像みずほ，未発表），報告されていないだ

けで普通にみられるものと考えられる． 

本研究では，第 2 著者が実施した北海道真狩村の淡

水 域 で の 調 査 中 に 得 ら れ た カ イ ミ ジ ン コ

Cryptocandona sp.の背甲上に見つかったツリガネムシ

類について，18S rRNA 遺伝子（18S）の塩基配列情報

をもとにした系統的位置の推定結果とともに報告する． 

 

材料と方法 

 

カイミジンコは 2021 年 9 月 10 日に真狩村真狩樹木

園の湧水（42°47'08.6"N 140°46'42.9"E）の底砂を洗い

出すことで採集した（図 1A）．採集時の同湧水の水温

は 6.5 度であった．ツリガネムシ類は，3 個体について

は有柄針を用いてカイミジンコの背甲から外し無水エ

タノールで固定，DNA 抽出に用いた．その他の個体は，

カイミジンコとともに 80%エタノールで固定・保存し

た． 

カイミジンコ背甲上のツリガネムシ類は，上昇エタ

ノール系列で脱水，ヘキサメチルジシラザンを用いて

乾燥，金を蒸着した後，走査型電子顕微鏡で観察した．

本研究で用いた標本は北海道大学総合博物館に保管し
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た（収蔵番号 ICHUM6296）． 

DNA 抽出と 18S 領域の PCR 増幅は KAKUI et al. 

(2021)に従った．シーケンシングには 5 種類のプライ

マー（18S-b3F，18S-b4F，18S-b4R，18S-b5F，18S-b6F；

KAKUI et al., 2011, 2021; KAKUI & SHIMADA, 2017）と

BigDye Terminator v3.1 Cycle Sequencing Kit（Applied 

Biosystems 社製）を用いた．決定した塩基配列は国際

塩基配列データベース（INSD）に登録した（登録番号

LC651416）．得られた 18S 配列は，LIAO et al. (2021)の

データセットと外群の Urceolaria parakorschelti の 18S

配列（KP698204; IRWIN et al. [2015]; cf. JIANG et al. 

[2019]）とともに整列し，系統解析を行った．塩基配

列の整列，分子進化モデル（GTR+G+I）の選択，最尤

系統樹の推定は KAKUI et al. (2021)に従った．樹形の信

頼性評価には 1,000 反復のブートストラップ法を用い

た．整列済みデータセットは Figshare に登録・公開し

た（KAKUI, 2021）． 

 

結果と考察 

 

今回見つかったツリガネムシ類（図 1A, B）は，半

球状のロリカ lorica を持つこと，ロリカ底面で宿主に

固着すること，ロリカ開口部がロリカの縦軸に対して

垂直に開口すること，ロリカ開口部に 1 対の唇（前唇

anterior lip と後唇 posterior lip）からなる閉口装置

closure apparatus を持つこと，閉口装置の閉口様式がが

ま口のように前唇縁と後唇縁が合わさり閉じる型であ

ること，蓋 operculum を持たないこと，以上の特徴か

ら Lagenophryidae 科 の Lagenophrys 属 の 一 種

Lagenophrys sp.だと同定された（ cf. CLAMP, 1991; 

MAYÉN-ESTRADA & CLAMP, 2016）． 

今回決定できた Lagenophrys sp.の 18S 配列の配列長

は 1,683 塩基だった．1,479 座位からなる整列済みデー

タセットをもとに推定した最尤系統樹において，

Lagenophrys sp.は Usconophryidae 科の Usconophrys sp.

と高い信頼確率のもと姉妹群を形成した（図 1C；ブー

トストラップ値（BP）＝ 100%）．Usconophrys 属は

Lagenophrys 属と形態的によく似るが，閉口装置を欠く

などの特徴から別科として扱われている（CLAMP, 

1991）．本研究により 2 属の近縁性が DNA 配列情報か

ら 支 持 さ れ た ． 今 後 ， Lagenophryidae 科 と

Usconophryidae 科の他の属の DNA 配列情報が決定さ

れることで，2 科の系統関係の詳細が明らかになるで

あろう． 

日本国内における Lagenophryidae 科の報告は，北海

道の淡水域から得られたアナンデールヨコエビ

Jesogammarus (Annanogammarus) annandalei に固着し

ていた Lagenophrys hokkaidosと，北海道の淡水域から

得られたスジエビ Palaemon paucidens に固着していた

Lagenophrys eupagurusの 2 例があり（IMAMURA, 1940; 

JANKOWSKI, 1993; MAYÉN-ESTRADA & CLAMP, 2016），本

報告で 3 例目，カイミジンコからは初の報告となる．

これまでに本州以南から本科の報告はない． 

カイミジンコを宿主とする Lagenophryidae 科は，

Lagenophrys discoideaと Lagenophrys stammeriの 2種が

知られる（MAYÉN-ESTRADA & CLAMP, 2016; CHATTERJEE 

et al., 2020）．前者はアルゼンチン，アメリカ，カナダ，

中国，スウェーデン，スイス，ウクライナと汎世界的

な分布を示し，宿主もCandonidae科，Cyclocypridae科，

Cyprididae 科，Entocytheridae 科と幅広い．後者はこれ

までにドイツのCandonidae科の1種Cypria ophthalmica

の背甲上から報告されるのみである．汎世界分布と広

い宿主幅を示す L. discoidea であるが，本種が淡水域に

生息する動物の固着性生物であることを考慮すると，

今後世界各地で採集した個体の DNA 配列情報を用い

た検討を行うことで，単一種でなく複数種の集合体で

あることが示される可能性も考えられる．今回発見し

た Lagenophrys sp.の種名についても，DNA 配列情報を

用いた慎重な検討が望まれる． 

カイミジンコを宿主とするツリガネムシ類や

Lagenophryidae 科の日本国内からの報告の少なさは，

これらの知名度の低さも関係していると考えられる．

そこで今後の知名度向上と研究発展の一助となること

を願い，Lagenophryidae 科と Lagenophrys 属それぞれに

対し，和名「ガマグチカマクラムシ科」，「ガマグチカ

マクラムシ属」を新たに提唱する．本和名は，がま口

のような閉口装置とかまくらのようなロリカの形状に

因む． 
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摘要 

 

北海道真狩村で採集した淡水生カイミジンコ

Cryptocandona sp.の背甲上から Lagenophryidae（ガマグ

チカマクラムシ科，新称）の Lagenophrys（ガマグチカ

マクラムシ属，新称）に属するツリガネムシ類

Lagenophrys sp.を発見した．日本国内における本属の

発見は 3 例目，日本産カイミジンコからは初めての報

告となる．18S rRNA 遺伝子の塩基配列情報をもとにし

た系統解析の結果，ガマグチカマクラムシ属と

Usconophrys 属との間の近縁性が示された． 
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図 1. Cryptocandona sp.と Lagenophrys sp.の外観とツリガネムシ類の最尤系統樹．A, Lagenophrys sp.の固着した

Cryptocandona sp.，生時．矢印は 1個体の Lagenophrys sp.を示す．B, Lagenophrys sp.の走査型電子顕微鏡像（ロリカはサン

プル作成の過程で変形している）．al, 前唇; ca, 背甲; co, 襟; lr, ロリカ縁部; pl, 後唇．C, 18S遺伝子（1,479座位）に基づく

最尤系統樹．70%未満のブートストラップ値（BS），外群（U. parakorschelti）は省略． 

 

Fig. 1. Habitus of Cryptocandona sp. and Lagenophrys sp., and maximum-likelihood (ML) phylogenetic tree for sessilidans. A, 

Cryptocandona sp. and Lagenophrys sp., living individuals; arrow indicates one Lagenophrys individual. B, Scanning electron 

microscope image of Lagenophrys sp. (lorica deformed during sample preparation). al, anterior lip; ca, carapace; co, collar; lr, 

lorica rim; pl, posterior lip. C, ML tree for 18S sequences (1,479 positions) from sessilidans. Bootstrap values (BS) < 70% and 

outgroup taxon (U. parakorschelti) not shown. The scale indicates branch length in number of substitutions per site. Aligned 

dataset used for phylogeny reconstruction deposited in figshare repository (KAKUI, 2021). 


